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学
外
研
修
「
東
洋
文
庫
で
東
洋
学
の
史
・
資
料
の
世
界
に
触
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の 

　
教
育
的
効
果
に
つ
い
て

小
川 

快
之
・
仁
藤 

智
子
・
齊
藤 

紅
葉

キ
ー
ワ
ー
ド
：
歴
史
学
教
育
／
学
外
研
修
／
東
洋
文
庫
／
史
料
の
閲
覧
・
実
見

は
じ
め
に

歴
史
学
系
の
専
攻
の
大
学
教
員
に
と
っ
て
、
自
身
の
担
当
す
る
ゼ
ミ
生
の
学
習
意
欲
を
ど
の
よ
う
に
し
て
高
め
、
そ
れ
を
い
か
に
し

て
上
手
く
卒
業
論
文
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
か
、
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
歴
史
学
の
専
門
教
育
の
要
と
な
る
も
の
だ
け
に
、

多
く
の
教
員
が
自
身
の
研
究
活
動
と
も
絡
め
つ
つ
様
々
な
工
夫
を
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ゼ
ミ
生
に
は
、
自
主
的
に
専
門

書
や
史
料
を
読
み
込
み
、
ゼ
ミ
の
場
で
積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う
な
学
習
意
欲
が
高
い
学
生
が
い
る
一
方
で
、
担
当
分
野
が
他
の
ゼ
ミ

よ
り
は
な
ん
と
な
く
興
味
を
も
て
そ
う
と
い
っ
た
感
覚
で
ゼ
ミ
に
入
り
、
基
礎
知
識
も
心
も
と
な
く
、
学
習
意
欲
も
あ
ま
り
高
く
は
な

い
学
生
が
多
く
い
る
の
も
実
情
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
う
し
た
学
習
意
欲
が
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
学
生
に
も
学
問
の
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
、
学
習
意
欲
が
高
い
学
生
と
上
手

く
交
流
さ
せ
な
が
ら
、
卒
業
論
文
の
作
業
へ
と
繫
げ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
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そ
の
た
め
の
学
習
作
業
と
し
て
、
従
来
か
ら
史
跡
や
博
物
館
の
見
学
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
た
だ
漫
然
と
見
学
す
る
だ
け
で
は
あ
ま

り
教
育
的
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
見
学
を
よ
り
有
効
性
が
高
い
学
習
作
業
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
や
り
方
に
つ
い

て
様
々
な
工
夫
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
筆
者
小
川
ら
が
国
士
舘
大
学
文
学
部
の

学
生
を
対
象
と
し
た
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
の
書
庫
見
学
を
中
心
と
す
る
学
外
研
修
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
学
生
に

「
観
察
」
や
「
気
づ
き
」
の
視
点
を
提
示
し
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
試
み
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
の
問
題
提
起
が
学
生
に
教
育
的
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、
学
生
の
学
習
状
況
に
合
っ
た
設
問

づ
く
り
や
十
分
な
事
前
学
習
を
し
な
け
れ
ば
よ
り
よ
い
効
果
を
期
待
で
き
な
い
こ
と
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た（

（
（

。

そ
こ
で
さ
ら
に
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
眞
保
昌
弘
氏
と
筆
者
小
川
が
国
士
舘
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー

ス
の
一
年
生
を
対
象
と
し
た
学
外
研
修
「
吉
田
松
陰
・
国
士
舘
と
彦
根
藩
主
井
伊
家
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
散
策
」
を
企
画
・
運
営

し
、
そ
の
教
育
的
効
果
を
検
証
し
、「
講
義
や
下
調
べ
作
業
か
ら
な
る
事
前
学
習
」
や
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
観
察
結
果
の
検
討

会
と
発
表
会
に
よ
る
事
後
学
習
」、
そ
し
て
「
見
学
対
象
に
関
す
る
詳
細
な
解
説
を
含
む
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
作
成
と
使
用
」
が
一
定
の

教
育
的
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た（

（
（

。
し
か
し
、
こ
の
学
外
研
修
は
初
年
度
教
育
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ゼ
ミ
活

動
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
作
業
が
三
・
四
年
生
の
ゼ
ミ
活
動
や
卒
業
論
文
の
作
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効

果
を
生
む
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
試
み
と
そ
の
教
育
的
な
効
果
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
試
み
の
一
環
と
し
て
、「
世
界
的
に
知
ら
れ
る
東
洋
学
専
門
の
図
書
館
兼
研
究
所
で
あ
る
東
洋
文
庫

の
、
一
般
に
は
非
公
開
の
書
庫
の
収
蔵
物
と
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
中
の
『
東
洋
の
医
・
健
・
美
』
展
の
見
学
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
東
洋
学
の
史
・
資
料
の
世
界
に
触
れ
、
そ
の
多
様
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
八
月
二
日

（
水
曜
日
）
に
東
洋
文
庫
で
実
施
し
た
学
外
研
修
「
東
洋
文
庫
で
東
洋
学
の
史
・
資
料
の
世
界
に
触
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
の
試
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み
と
そ
の
教
育
的
な
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

な
お
、
こ
の
学
外
研
修
は
、
筆
者
小
川
が
主
と
し
て
企
画
し
、
筆
者
小
川
と
筆
者
仁
藤
・
齊
藤
の
教
員
三
名
に
よ
る
勉
強
会
や
メ
ー

ル
会
議
を
経
て
実
現
し
た
も
の
で
、
国
士
舘
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科
の
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
担
当
：
仁
藤
智
子
）・
日
本
近
代
史

ゼ
ミ
（
同
：
齊
藤
紅
葉
）・
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
同
：
小
川
快
之
）
に
所
属
す
る
三
・
四
年
生
が
参
加
し
た
。

一
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要

ま
ず
、
今
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
東
洋
文
庫
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い（

（
（

。
東
洋
文
庫
は
、
一
九
一
七
年
に
三
菱
財
閥
の

第
三
代
総
帥
の
岩
崎
久ひ
さ

彌や

（
一
八
六
五
～
一
九
五
五
）
が
、
中
華
民
国
総
統
府
の
政
治
顧
問
を
務
め
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
モ
リ
ソ
ン
（George Ernest M

orrison

：
一
八
六
二
～
一
九
二
〇
）
の
所
蔵
す

る
中
国
関
係
の
欧
文
文
献
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
モ
リ
ソ
ン
文
庫
）
を
購
入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

岩
崎
久
彌
は
、
モ
リ
ソ
ン
文
庫
に
加
え
て
和
書
・
漢
籍
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
諸
言
語
の
文
献
を
収
集
し
、
日
本
を
含
め
た
東
洋
全

域
を
網
羅
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
構
築
し
た
う
え
で
、
一
九
二
四
年
に
東
京
の
本
駒
込
の
地
に
図
書
館
兼
研
究
所
で
あ
る
財
団
法
人
東

洋
文
庫
を
設
立
し
、
初
代
の
理
事
長
に
は
同
年
ま
で
大
蔵
大
臣
で
あ
っ
た
井
上
準
之
助
が
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
混
乱
期
に
は
、
支
援
を
し
て
い
た
三
菱
財
閥
の
解
体
に
よ
り
経
営
が
困
難
と
な
っ
て
、
蔵
書
が
散
逸
の
危
機
に
瀕
し
た
た
め
、
当
時

理
事
長
で
あ
っ
た
元
首
相
の
幣し
で

原は
ら

喜き

重じ
ゅ
う

郎ろ
う

の
尽
力
に
よ
っ
て
、
国
会
の
支
援
の
も
と
国
立
国
会
図
書
館
の
支
部
と
さ
れ
た
。

現
在
は
支
部
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
国
宝
な
ど
の
貴
重
書
を
含
む
多
く
の
書
籍
を
所
蔵
す
る
東
洋
学
専
門
の
図
書
館
と
し
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
大
英
図
書
館
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
燕イ
ェ
ン
チ
ン京

研
究
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所
と
と
も
に
世
界
五
大
東
洋
学
図
書
館
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
研
究
部
は
日
本
を
代
表
す
る
東
洋
学
の
研
究
機
関
と

し
て
知
ら
れ
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
や
フ
ラ
ン
ス
国
立
極
東
学
院

な
ど
海
外
の
研
究
機
関
と
も
連
携
し
、
学
界
で
評
価
の
高
い
学
術

誌
『
東
洋
学
報
』
も
発
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
美
し
い
書
棚
で

知
ら
れ
る
モ
リ
ソ
ン
文
庫
の
収
蔵
施
設
で
あ
る
モ
リ
ソ
ン
書
庫
が

あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
併
設
さ
れ
［
資
料
①
］、
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
学
外
研
修
で
は
、
ま
ず
、
学
外
研
修
の
概
要
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
閲
覧
す
る
史
・
資
料
の
詳
細
な
解
説
、
コ
メ
ン
ト
記

入
欄
な
ど
を
掲
載
し
た
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
を

国
士
舘
大
学
の
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
るm

anaba

（
マ
ナ
バ
）

に
ア
ッ
プ
し
て
、
参
加
す
る
学
生
に
事
前
学
習
を
し
て
も
ら
っ

た
。
当
日
の
参
加
者
は
、
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
七
名
）、
日
本
近

代
史
ゼ
ミ
（
五
名
）、
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
九
名
：
特
別
参
加
の

大
学
院
博
士
課
程
の
中
国
人
留
学
生
一
名
を
含
む
）
の
合
計

二
十
一
名
の
学
生
と
、
各
ゼ
ミ
の
担
当
教
員
三
名
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
十
二
時
半
か
ら
十
三
時
に
東
洋
文
庫
二
階
の
講
演
室

資料①　東洋文庫ミュージアムのモリソン書庫
　　　　（撮影：筆者仁藤）
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に
て
、
東
洋
文
庫
研
究
部
課
長
の
相
原
佳
之
氏
よ
り
東
洋
文
庫
に
関
す
る
説
明
を
受
け

［
資
料
②
］、
そ
の
後
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
使
い
な
が
ら
筆
者
小
川
・
仁
藤
・
齊
藤
が
、
そ

れ
ぞ
れ
自
身
が
選
ん
だ
史
・
資
料
に
関
す
る
説
明
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
十
三
時
か
ら
十
五
時
ま
で
、
Ａ
班
（
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
）・
Ｂ
班
（
日
本
近

代
史
ゼ
ミ
）
と
Ｃ
班
（
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
）
に
分
か
れ
て
、
書
庫
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
交

互
に
見
学
し
た
。
書
庫
見
学
で
は
、
東
洋
文
庫
研
究
員
で
も
あ
る
筆
者
小
川
の
案
内
・
解

説
の
も
と
、
筆
者
仁
藤
・
齊
藤
も
適
宜
解
説
を
行
い
つ
つ
、
史
・
資
料
を
閲
覧
し
、
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
の
コ
メ
ン
ト
記
入
欄
に
気
に
な
る
点
、
さ
ら
に
知
り
た
い
点
な
ど
を
記
入
す
る

作
業
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
を
使
い
な
が
ら
気
に
な
る
展
示
物
三
点
を
選
ぶ
作
業
を
し
て
も
ら
っ
た
。
見
学
終
了
後

は
、
随
時
講
演
室
に
入
室
し
、
十
五
時
か
ら
十
六
時
ま
で
講
演
室
で
班
ご
と
に
観
察
結
果

の
検
討
作
業
を
し
て
も
ら
っ
た
上
で
各
班
の
代
表
者
に
よ
る
発
表
会
を
行
い
、
最
後
に
筆

者
仁
藤
・
齊
藤
・
小
川
が
総
括
と
な
る
解
説
を
行
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
終
え
た
。

二
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
閲
覧
し
た
史
・
資
料

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
閲
覧
し
た
史
・
資
料
に
つ
い
て
は
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
筆
者
小
川
・

仁
藤
・
齊
藤
が
そ
れ
ぞ
れ
解
説
文
を
掲
載
し
、
コ
メ
ン
ト
記
入
欄
を
設
け
た
。
以
下
で

資料②　相原佳之氏の説明を聴く学生たち（撮影：筆者小川）
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は
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
記
述
に
基
づ
い
て
口
語
調
の
ま
ま
、
閲
覧
し
た
史
・
資
料
の
解
説
文
を
記
載
し
て
み
た
い（

（
（

。

（
一
）
清
朝
の
郊
祀
に
係
る
史
料
：『
大
清
会
典
図
』

―
東
ア
ジ
ア
の
国
家
祭
祀
と
王
権

―
（
担
当
：
筆
者
仁
藤
）

中
国
の
歴
史
は
、
多
様
で
複
雑
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
家
儀
礼
や
祭
祀
も
国
家
の
歴
史
的
な
変
遷
や
経
緯
か
ら
複
層
的
な
構
造
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
く
つ
も
の
民
族
に
よ
っ
て
王
朝
・
国
家
が
形
成
さ
れ
て
は
滅
亡
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
社
会
の
規
範

と
し
て
大
切
に
さ
れ
た
の
が
「
礼
」
で
す
。
南
北
朝
時
代
の
北
魏
の
流
れ
を
汲
み
、
統
一
国
家
と
し
て
成
立
し
た
隋
・
唐
の
礼
は
、
礼

制
の
集
大
成
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
八
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
大だ
い

唐と
う

開か
い

元げ
ん

礼れ
い

』
を
見
て
み
る
と
、
五
礼
が
そ
の
中
心
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
吉き
つ

（
祭
祀
）・
凶き
ょ
う

（
喪
葬
）・
賓ひ
ん

（
賓
客
・
外
交
）・
軍ぐ
ん

（
軍
旅
）・
嘉か

（
冠
婚
）
で
す
。
唐
宋
変
革
を
経
て
、

明
・
清
の
社
会
は
大
き
く
変
容
し
ま
し
た
が
、
こ
の
礼
制
は
基
本
的
に
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
清
朝
の
「
会
典
」
に
書
か
れ
て
い
る
天て
ん

壇だ
ん

の
記
事
を
閲
覧
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
天
壇
と
は
、
皇
帝
が
天
帝
（
天
上
界
の
最

高
神
）
を
祀
る
た
め
の
祭
祀
施
設
で
す
。
現
在
、
北
京
の
ほ
か
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
エ
な
ど
に
残
っ
て
い
ま
す
。
天
帝

を
祀
る
郊こ
う

祀し

と
い
わ
れ
る
国
家
儀
礼
を
通
じ
て
、
皇
帝
た
ち
は
そ
の
支
配
の
正
統
性
や
権
威
を
獲
得
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
中
国
の
冊
封
体
制
に
入
っ
た
国
や
地
域
で
は
、
中
国
王
朝
の
皇
帝
の
天
を
共
有
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
郊
祀
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ
ウ
ル
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
一
八
九
七
年
に
大
韓
帝
国
の
皇
帝
と
し
て
高コ

宗ジ
ョ
ン

が
即
位
し
た
と
き

に
作
ら
れ
た
も
の
の
一
部
で
す
［
資
料
③
］。
興
味
深
い
こ
と
に
、
日
本
で
も
平
安
初
期
に
三
回
（
桓か
ん

武む

朝
二
回
、
文も
ん

徳と
く

朝
一
回
）
だ

け
郊
祀
が
行
わ
れ
ま
し
た（

（
（

。

【
閲
覧
史
・
資
料
①
】『
欽
定
大だ
い

清し
ん

会か
い

典て
ん

図ず

』（
貴
重
書
Ⅺ
―
3
―
Ａ
―
ｂ
―
219
―
0
）
巻
一
の
天
壇
総
図
、
巻
五
の
圜
丘
上
成
位
次
・

二
成
以
下
位
次
、
巻
二
十
三
～
二
十
五
の
祭
器
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〖
解
説
〗

「
会
典
」
と
は
官
撰
の
政
治
制
度
・
法
制
を
集
成
し
た
書
籍
の
こ
と
で
、

清
代
の
『
大
清
会
典
』
は
康こ
う

熙き

・
雍よ
う

正せ
い

・
乾け
ん

隆り
ゅ
う

・
嘉か

慶け
い

・
光こ
う

緒し
ょ

の
五
朝

で
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。「
会
典
図
」
は
壇
廟
・
鑾ら
ん

輿よ

・
儀
仗
・
武
備
・
天

文
・
器
皿
・
輿
地
な
ど
を
図
で
説
明
し
た
も
の
で
す
。
東
洋
文
庫
は
『
光

緒
十
二
年
敕
撰
欽
定
大
清
会
典
図
』（
光
緒
会
典
図
）
を
所
蔵
し
て
お
り
、

そ
の
巻
一
、
礼
一
、
祭
祀
典
一
に
は
天
壇
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
「
圜え
ん

丘
壇
」
を
中
心
と
し
た
絵
図
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

天
壇
は
、
天
神
の
位
牌
を
祀
る
「
皇こ
う

穹き
ゅ
う

宇う

」
と
祭
祀
を
行
う
円
形
の

祭
壇
で
あ
る
「
圜
丘
壇
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
資
料
を
よ
く
見
て

み
る
と
、
圜
丘
壇
に
参
列
す
る
官
人
た
ち
は
そ
の
身
分
に
よ
っ
て
立
つ
場

所
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
宮
中
に
お
い
て
も
、「
版へ
ん

位い

」
と
い
う
立
ち
位
置
の
指
標
が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
原

理
で
す
ね
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
北
京
に
残
る
天
壇
公
園
で
清
朝
の
「
皇
穹

宇
」
を
、
ソ
ウ
ル
で
大
韓
帝
国
時
代
の
「
皇
穹
宇
」
や
石せ
っ

鼓こ

な
ど
を
見
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
現
在
発
掘
調
査
な
ど
で
そ
の
実
態
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
河
内
国
交か
た

野の

で
行
わ
れ
た
こ
と
が
史
料
に
記
さ
れ
て
い
ま

資料③　ソウルの圜丘壇〔ファングダン〕（撮影：筆者仁藤）
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す
。
交
野
は
、
朝
鮮
半
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
百く
だ
ら
の済

王
こ
に
き
し

氏う
じ

と
い
う
氏
族
の
本
拠
地
で
あ
り
ま
し
た
。
桓
武
天
皇
は
そ
の
母
（
高た
か
の
の野

新に
い

笠が
さ

）
が
渡
来
系
氏
族
の
出
身
で
、
そ
の
後
宮
に
は
百
済
王
氏
の
女
性
も
お
り
ま
し
た
。
そ
の
息
子
の
嵯
峨
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
た
キ
サ

キ
に
も
百
済
王
氏
の
女
性
が
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
平
安
初
期
の
天
皇
は
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の
文
化
に
親
近
感
を
持
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
漢
詩
文
の
盛
行
や
文も
ん

章じ
ょ
う

経け
い

国こ
く

と
い
う
思
想
も
そ
の
よ
う
な
時
代
の
雰
囲
気
の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す（

（
（

。
な
お
、
天
壇
で
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
未
公
開
な
の
で
す
が
、『
壇だ
ん

廟び
ょ
う

祭さ
い

祀し

節せ
つ

次じ

』（
貴
重
書
Ⅱ
―
15
―
Ｃ
―
8
）
と
い

う
絵
図
を
用
い
た
清
代
の
貴
重
な
解
説
書
も
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
清
代
苗
族
の
風
俗
図
：『
苗
冊
』

―
中
国
の
少
数
民
族
の
多
彩
な
伝
統
文
化

―
（
担
当
：
筆
者
小
川
）

中
国
は
漢
族
が
人
口
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
中
国
政
府
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
チ
ベ
ッ
ト
族
や
ウ
イ
グ
ル
族
な
ど
五
十
五

の
少
数
民
族
が
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
少
数
民
族
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
東
洋
文
庫

に
は
そ
う
し
た
少
数
民
族
の
伝
統
的
な
生
活
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
史
・
資
料
②
】『
苗
冊
』（
Ⅱ
―
11
―
Ｋ
―
22
）
乾
隆
四
十
一
年
（
一
七
七
六
年
）
の
献
上
品（

（
（

〖
解
説
〗

中
国
西
南
部
に
住
む
少
数
民
族
で
あ
る
苗
族
〔
ミ
ャ
オ
族
〕
の
生
活
・
習
俗
を
描
き
、
説
明
を
つ
け
た
図
冊
で
す
［
資
料
④
］。
苗

族
の
祭
祀
や
歌う
た

垣が
き

（
若
い
男
女
が
集
ま
り
、
求
愛
の
歌
を
掛
け
合
う
習
俗
）、
農
作
業
な
ど
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
て
、
と
て
も
貴
重

な
史
料
で
す
。
苗
族
は
、
明
代
に
は
地
元
の
有
力
者
が
地
方
官
に
任
じ
ら
れ
る
土
司
制
度
の
も
と
で
、
自
治
的
な
生
活
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
清
代
に
入
り
、
漢
族
の
移
住
が
進
み
、
乾
隆
帝
の
時
代
に
は
周
辺
諸
民
族
へ
の
支
配
が
強
化
さ
れ
る
中
で
、
土
司
制
度

が
改
め
ら
れ
、
中
央
集
権
体
制
を
強
化
す
る
改
土
帰
流
政
策
が
進
め
ら
れ
た
た
め
、
し
ば
し
ば
反
乱
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
図
冊
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は
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
苗
族
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
折お
り

本ほ
ん

と
い
う
形
式
の
本
で
、
手
書
き
に
よ
る
彩
色
の

八
十
二
の
絵
図
と
解
説
が
あ
り
ま
す
。
絵
図
を
見
て

清
代
の
苗
族
の
生
活
文
化
の
特
色
に
つ
い
て
読
み
取

れ
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
三
）
河
口
慧
海
将
来
写
本
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経�

　
　
　

―
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
文
化
の
輝
き

―�
�

（
担
当
：
筆
者
小
川
）

チ
ベ
ッ
ト
で
は
七
世
紀
初
め
に
伝
来
し
た
仏
教
が
チ
ベ
ッ
ト
土
着
の
民
間
信
仰
で
あ
る
ボ
ン
教
と
融
合
し
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
成
立

し
、
そ
の
後
、
政
治
か
ら
人
々
の
日
常
生
活
に
い
た
る
ま
で
仏
教
が
浸
透
す
る
よ
う
に
な
り
、
独
特
な
仏
教
文
化
が
栄
え
ま
し
た
。
学

僧
の
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
思
想
を
受
け
継
ぐ
ゲ
ル
ク
派
（
黄
帽
派
）
が
最
も
有
力
な
宗
派
で
、
そ
の
最
高
指
導
者
が
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
で
す
。

チ
ベ
ッ
ト
の
中
心
都
市
の
ラ
サ
に
あ
る
ポ
タ
ラ
宮
は
歴
代
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
い
た
宮
殿
で
す
。
東
洋
文
庫
に
は
チ
ベ
ッ
ト
で
製
作
さ
れ

た
貴
重
な
大
蔵
経
の
経
典
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
蔵
経
と
は
、
仏
教
の
経
典
や
そ
の
解
説
書
を
集
大
成
し
た
叢
書
の
こ
と

で
、
一
切
経
と
も
言
い
ま
す
。

【
閲
覧
史
・
資
料
③
】
河
口
慧
海
将
来
写
本
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
（
蔵
外
文
献
333
な
ど（

（
（

）

〖
解
説
〗

資料④　『苗冊』の苗族（車寨苗）歌垣図
　　　　（筆者小川による模写）
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仏
陀
本
来
の
教
え
が
分
か
る
書
物
を
求
め
て
日
本
人
と
し
て
初
め
て
チ
ベ
ッ
ト
に
入
国
し
、『
西
藏
旅
行
記
』（『
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
記
』

の
題
名
で
、
講
談
社
や
旺
文
社
か
ら
刊
行
）
を
著
し
た
学
僧
の
河
口
慧え

海か
い

（
一
八
六
六
～
一
九
四
五
）
が
チ
ベ
ッ
ト
よ
り
日
本
へ
将
来

し
た
、
手
書
き
の
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
で
す
。
こ
の
大
蔵
経
は
、
一
九
一
五
年
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
三
世
か
ら
慧
海
に
下
賜
さ
れ
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト
の
古
文
書
は
、
椰
子
な
ど
の
植
物
の
葉
を
加
工
し
て
、
紙
の
代
わ
り
に
用
い
た
横
長
の
貝ば
い

葉よ
う

（
貝
多

羅
葉
）
と
呼
ば
れ
る
筆
記
媒
体
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
保
存
す
る
時
に
は
、
そ
れ
を
綴
じ
ず
に
重
ね
た
も
の
を
厚
い
板
で
挟
む
か
、
布

に
包
み
紐
を
か
け
た
状
態
で
書
棚
に
な
ら
べ
ま
す
。
最
初
の
頁
の
表
紙
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
で
経
典
名
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
文
字
は
左
か
ら
右
に
読
み
ま
す
。
文
字
や
紙
質
な
ど
の
特
徴
を
確
認
し
て
メ
モ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
四
）
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
モ
リ
ソ
ン
に
関
連
し
た
資
料

　
　
　

―
東
ア
ジ
ア
近
代
の
変
動
へ
の
外
国
人
の
眼
差
し

―
（
担
当
：
筆
者
齊
藤
）

東
洋
文
庫
に
は
、
明
治
時
代
に
日
本
に
滞
在
し
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
文
学
部
）
で
教
員
を
務
め
、『
日

本
事
物
志
』
な
ど
を
著
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
語
学
者
・
日
本
文
化
研
究
者
の
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（Basil H

all 

Cham
berlain

：
一
八
五
〇
～
一
九
三
五
）
の
関
係
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
の
購
求
に
係
わ
っ
た
の
が
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
の
教
え
子
で
あ
る
上
田
萬
年
（
元
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
長
・
文
学
部
長
：
一
八
六
七
～
一
九
三
七
）
で
す
。
上
田
は
モ
リ
ソ
ン

文
庫
の
購
求
に
も
助
言
し
、
一
九
三
六
～
一
九
三
七
年
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
関
係
書
簡
（
百
数
十
通
）
の
入
手
に
尽
力
し
ま
し
た
。

東
洋
文
庫
の
基
幹
を
な
す
の
が
モ
リ
ソ
ン
文
庫
で
す
。
同
文
庫
は
モ
リ
ソ
ン
が
北
京
等
に
駐
在
中
の
お
よ
そ
二
十
年
間
に
腐
心
収
集

し
た
も
の
で
、
中
国
を
中
心
と
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
約
七
千
二
百
種
を
含
む
欧
文
図
書
二
万
四
千
冊
、
地
図
版
画
約
千
点
、
定
期
刊

行
物
百
二
十
種
余
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
東
洋
文
庫
の
蔵
書
に
は
、
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
『
東
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方
見
聞
録
』（
原
題
：『
世
界
の
記
述
』）
の
各
種
刊
本
五
十
四
種
、
中
国
地
方
語
辞
書
五
百
冊
、
日
露
戦
争
資
料
約
三
百
冊
、
各
国
の

中
央
ア
ジ
ア
探
検
隊
の
調
査
報
告
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す（

（
（

。

今
回
の
閲
覧
史
・
資
料
④
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
関
係
資
料
は
日
清
戦
争
、
⑤
の
モ
リ
ソ
ン
文
庫
の
資
料
は
日
露
戦
争
、
⑥
は
第
一
次
世

界
大
戦
時
期
に
関
す
る
も
の
で
す
。
奇
し
く
も
東
洋
文
庫
と
い
う
同
じ
所
に
集
め
ら
れ
た
二
つ
の
資
料
群
を
通
し
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
近
代
の
変
動
を
、
日
本
や
東
ア
ジ
ア
に
造
詣
の
深
い
外
国
人
関
係
者
の
視
点
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
閲
覧
史
・
資
料
④
】
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
往
復
書
簡
類（
（1
（

A
utograph letters from

 and to Lafcadio H
earn.

（
貴
重
書
Ｍ
Ｓ
―
82
）

・Pt. 1. Letters betw
een L.H

. and Basil H
all Cham

berlain.

・Pt. 5. Letters betw
een L.H

. and Basil H
all Cham

berlain. 1893-94

〖
解
説
〗

日
本
研
究
家
で
作
家
の
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
：Lafcadio H

earn

：
一
八
五
〇
～
一
九
〇
四
）
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

間
の
書
簡
で
す
。
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
に
来
日
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
在
日
英
国
公
使
館
員
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（Sir 

Ernest M
ason Satow

：
一
八
四
三
～
一
九
二
九
）
ら
と
と
も
に
、
日
本
に
残
る
古
い
文
献
や
宗
教
観
な
ど
を
含
め
、
日
本
に
つ
い

て
研
究
し
ま
し
た
。
駐
日
英
国
公
使
が
奨
励
し
た
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
学
術
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
外
交
上
の
観
点
か
ら
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
一
方
、
ハ
ー
ン
は
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
年
）
に
来
日
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
斡
旋
で
島
根
県
尋
常
中
学
校
、
第
五

高
等
中
学
校
（
熊
本
大
学
の
前
身
の
一
つ
）
の
英
語
教
師
と
な
り
、
の
ち
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
英
文
学
講
師
に
任
じ
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
疎
遠
に
な
る
と
さ
れ
る
両
者
で
す
が
、
明
治
二
六
、二
七
年
頃
は
週
に
一
通
ず
つ
手
紙
を
書
き
合
い
、
日
本
認

識
を
深
め
て
い
ま
し
た（
（（
（

。
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【
閲
覧
史
・
資
料
⑤
】
モ
リ
ソ
ン
文
庫
の
日
露
戦
争
関
係
資
料

ⒶSketches of M
anchurian battle-fields. W

ith a verbal description of Southern M
anchuria. A

n aid to the study of 

the Russo-Japanese W
ar.

（
満
洲
の
戦
場
の
ス
ケ
ッ
チ
。
南
満
洲
の
言
葉
に
よ
る
説
明
付
き
。
日
露
戦
争
の
研
究
に
役
立
つ
史

料
）（
モ
リ
ソ
ン
文
庫
・
貴
重
書
Ⅲ
―
7
―
Ｈ
―
149
）

ⒷM
aps and figures of Russo-Japanese W

ar.

（
日
露
戦
争
の
地
図
と
図
）（
モ
リ
ソ
ン
文
庫
・
貴
重
書
Ⅲ
―
7
―
Ｈ
―
247
）

ⒸT
he Russo-Japanese w

ar. England’s responsibilities. By a neutral.

（
日
露
戦
争
。England

の
責
任
。
中
立
の
立
場
で
）

（
モ
リ
ソ
ン
文
庫
・
貴
重
書
Ｐ
―
Ⅲ
―
ａ
―
680
）

〖
解
説
〗

こ
れ
ら
は
日
露
戦
争
関
係
資
料
で
す
。
モ
リ
ソ
ン
は
一
八
九
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
高
級
紙
『
タ
イ
ム
ズ
』
の
特
派
員
に
就
任
し
、
後

に
北
京
に
駐
在
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
同
戦
争
中
も
北
京
等
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
Ⓑ
は
一
九
一
〇
年
の
製
作
と
な
っ
て
お
り
日
露

戦
争
終
了
か
ら
五
年
程
後
の
も
の
、
Ⓒ
は
「England

の
責
任
」
に
触
れ
た
資
料
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
モ
リ
ソ
ン

が
、
日
露
戦
争
を
通
し
て
、
日
露
二
国
間
の
戦
況
に
留
ま
ら
ず
、
各
国
の
思
惑
や
世
界
情
勢
へ
の
影
響
を
戦
後
も
捉
え
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

【
閲
覧
史
・
資
料
⑥
】
モ
リ
ソ
ン
文
庫
の
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
資
料

Japan’s dem
ands on China. A

 discussion from
 the point of view

 of China and the treaty pow
ers of the situation 

created by Japan’s efforts to secure a predom
inant position in China.

（
日
本
の
中
国
に
対
す
る
要
求
。
日
本
が
中
国
に

お
け
る
優
位
な
地
位
を
確
保
し
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、
中
国
と
条
約
締
結
国
の
視
点
か
ら
論
じ

る
）（
モ
リ
ソ
ン
文
庫
・
貴
重
書
Ｐ
―
Ⅲ
―
ａ
―
1132
）
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〖
解
説
〗

東
洋
文
庫
の
目
録
に
よ
る
と
、
同
史
料
の
製
作
は
一
九
一
五
年
と
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
が
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
を

提
出
し
た
年
と
重
な
り
ま
す
。
モ
リ
ソ
ン
は
、
一
九
一
二
年
に
『
タ
イ
ム
ズ
』
の
特
派
員
を
辞
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
時
に
は
辛

亥
革
命
後
の
中
華
民
国
（
袁
世
凱
政
権
）
総
統
府
の
政
治
顧
問
と
な
り
、
国
際
社
会
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
日
中
関
係

の
変
動
を
注
視
し
て
い
ま
し
た
。

（
五
）「
南
京
条
約
図
」

―
清
末
の
動
乱
へ
の
外
国
人
の
眼
差
し

―
（
担
当
：
筆
者
小
川
）

ア
ヘ
ン
戦
争
で
清
朝
が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
北
し
て
以
降
、
国
内
で
は
清
朝
打
倒
を
目
指
す
太
平
天
国
の
乱
が
勃
発
す
る
な
ど
、
清
朝
の

政
治
や
社
会
は
ウ
エ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
（
西
洋
の
衝
撃
）
と
呼
ば
れ
る
西
欧
列
強
に
よ
る
外
圧
に
よ
っ
て
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
、

中
国
の
歴
史
は
近
代
に
入
り
ま
す
。
そ
の
後
辛
亥
革
命
ま
で
の
政
治
・
社
会
変
動
の
時
代
を
清
末
と
呼
び
ま
す
。
清
末
の
動
乱
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
日
本
で
も
人
々
の
関
心
を
呼
び
、
そ
れ
を
理
解
し
伝
え
る
た
め
に
様
々
な
書
画
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
東
洋
文
庫
に
は
、
そ

う
し
た
書
画
の
一
部
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
代
表
的
な
「
南
京
条
約
図
」
を
閲
覧
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
閲
覧
史
・
資
料
⑦
】「
南
京
条
約
図
」（
Ｅ
―
2
―
Ａ
―
48
）

T
he signing and sealing of the treaty of N

anking [in the State Cabin of H
. M

. S. Cornw
allis, 29th A

ugust, 1842 

… w
ith key-plate] / painted by Capt. John Platt ; engraved by John Burnet.

（
一
八
四
六
年
、
ロ
ン
ド
ン
刊
）

〖
解
説
〗

清
朝
が
ア
ヘ
ン
戦
争
で
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
た
た
め
、
一
八
四
二
年
に
、
南
京
近
く
に
停
泊
中
の
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス

号
で
南
京
条
約
が
調
印
さ
れ
て
い
る
光
景
を
ジ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
（John Platt
）
が
描
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
条
約
で
イ
ギ
リ
ス
へ

（
12
）
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の
香ホ
ン
コ
ン港

島
の
割
譲
、
広
州
・
厦ア
モ
イ門

・
福
州
・
寧ニ
ン
ポ
ー波

・
上
海
の
開
港
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
絵
に
は
清
朝
代
表
の
耆き

英え
い

と
伊
里
布
、
牛

鑑
が
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ポ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
（H

enry Pottinger

）
と
会
談
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

登
場
人
物
の
解
説
図
も
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
る
と
ど
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。
ア
ヘ
ン
戦
争
前

は
、
清
朝
は
周
辺
国
と
朝
貢
冊
封
に
よ
る
国
際
関
係
を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
近
代
的
な
外
交
関
係
を
結
ぶ
必
要
に

迫
ら
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
絵
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
か
、
考
え
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
六
）
乾
隆
帝
の
西
方
遠
征
戦
勝
図
：『
準
回
両
部
平
定
得
勝
図
』

　
　
　

―
清
朝
宮
廷
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
よ
る
芸
術
活
動

―
（
担
当
：
筆
者
小
川
）

明
末
か
ら
清
代
の
宮
廷
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
た
ち
が
、
天
文
学
や
絵
画
・
建
築
な
ど
様
々
な
西
洋
の
先
進
的
な
技
術
を
も

つ
者
と
し
て
重
用
さ
れ
、
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
清
朝
最
盛
期
の
皇
帝
と
し
て
知
ら
れ
る
乾
隆
帝
に
も
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
の
ジ
ュ

ゼ
ッ
ペ
・
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
（Giuseppe Castiglione

、
中
国
名
は
郎
世
寧
：
一
六
八
八
～
一
七
六
六
）
ら
が
仕
え
、
多
数
の
絵

画
な
ど
が
作
成
さ
れ
ま
し
た（
（1
（

。
東
洋
文
庫
に
は
そ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
活
躍
が
窺
え
る
貴
重
な
史
料
も
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
閲
覧
史
・
資
料
⑧
】『
準
回
両
部
平
定
得
勝
図
』（
貴
重
書
Ⅺ
―
3
―
Ａ
―
ｂ
―
218
―
0 （
（1
（

）

〖
解
説
〗

乾
隆
帝
は
治
世
中
十
回
に
わ
た
り
大
遠
征
を
行
い
、
そ
れ
を
「
十
全
武
功
」
と
誇
り
、
自
ら
「
十
全
老
人
」
と
号
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
乾
隆
帝
自
身
が
輝
か
し
い
戦
果
を
誇
っ
た
の
が
一
七
五
五
年
（
乾
隆
二
十
年
）
か
ら
一
七
五
九
年
（
乾
隆
二
十
四
年
）
の
ジ
ュ
ー

ン
ガ
ル
（
準
部
）
と
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
回
部
）
の
遠
征
で
す
。
彼
は
そ
の
成
果
を
長
く
記
憶
に
と
ど
め
、
自
ら
の
功
績
を
宣
伝
す
る
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た
め
に
銅
版
画
の
制
作
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
ら
四
人
が
下
絵
を
描
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
、
銅
版
画
の
名
工
と
し
て
知
ら
れ
る
シ
ャ
ル
ル
・
ニ
コ
ラ
・
コ

シ
ャ
ン
（
子
）
ら
が
銅
版
を
制
作
し
、
印
刷
画
と
原
版
が
清
に
届
く
と
、
乾
隆
帝
の
詩
文
と
あ
わ
せ
て
表
装
し
、
内
務
府
で
印
刷
し
て

臣
下
に
広
く
配
布
し
ま
し
た
。
緻
密
な
絵
で
、
馬
な
ど
も
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
馬
が
兎
の
よ
う
に
前
脚
と
後
脚
を
そ

ろ
え
て
走
っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
る
な
ど
不
自
然
な
描
写
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
技
法
や
宣
教
師
た
ち
が
乾
隆
帝
の
戦
い
を
ど
の
よ
う

に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
考
え
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

以
上
が
閲
覧
し
た
史
・
資
料
の
解
説
文
で
あ
る
。
な
お
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
古
来
ア
ジ
ア
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
不
調
や
怪

我
、
病
気
と
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
東
洋
文
庫
が
所
蔵
す
る
医
療
史
の
名
著
で
た
ど
る
「
企
画
展
：
東
洋
の
医
・
健
・
美
」
が
開
催

中
で（
（1
（

、
さ
ら
に
「
オ
リ
エ
ン
ト
ホ
ー
ル
：
世
界
の
お
風
呂
紀
行
」「
モ
リ
ソ
ン
書
庫
：
東
西
お
守
り
大
集
合
！
」「
名
品
室
：
記
録
さ
れ

た
記
憶

―
東
洋
文
庫
の
名
品
で
た
ど
る
世
界
の
歴
史
」（『
東
方
見
聞
録
』『
永
楽
大
典
』
な
ど
貴
重
な
書
籍
を
展
示
）
の
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
見
学
時
の
作
業
内
容
と
し
て
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
は
、「
展
示
物
の
中
か
ら
、
自
分
が
気
に
な
る
も
の
を
三
つ

選
び
、
気
に
な
っ
た
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
見
学
後
の
班
内
の
検
討
会
で
は
、
班
員
の
多
く
が
気
に
な
っ
た
も
の
を
集
約
し
て
三
つ

選
び
、
そ
の
理
由
な
ど
を
観
察
結
果
の
発
表
会
で
発
表
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
文
言
も
掲
載
し
、
コ
メ
ン
ト
記
入
欄
も
設
け
て
お
い
た
。
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三
　
学
外
研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
分
析

今
回
の
学
外
研
修
終
了
後
に
参
加
学
生
に
対
し
て
、Google

フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
十
九
名
か
ら

回
答
を
得
た
。
以
下
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、
今
回
の
学
外
研
修
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

【
1
】
今
回
の
学
外
研
修
の
内
容
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
か
？

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
、「
は
い
」
が
十
六
名
（
八
四
％
）、「
ま
あ
ま
あ
」
が
三
名
（
一
六
％
）、「
い
い
え
」
が
〇
名
（
〇
％
）
と

な
り
、
大
多
数
の
学
生
が
興
味
を
感
じ
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
な
お
、
ゼ
ミ
ご
と
で
は
、
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
が
「
は

い
」（
三
名
）・「
ま
あ
ま
あ
」（
二
名
）、
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
が
「
は
い
」（
五
名
）、
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
が
「
は
い
」（
八
名
）・「
ま
あ
ま

あ
」（
一
名
）
と
な
り
、
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
が
や
や
興
味
の
度
合
い
が
低
い
も
の
の
、
全
般
的
に
大
き
な
偏
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
が
低
か
っ
た
理
由
は
、
日
本
古
代
史
に
直
結
す
る
史
・
資
料
を
閲
覧
し
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
は
史
・
資
料
の
選
択
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
卒
業
論
文
な
ど
に
直
結
し
な
く
て
も
、
史
・
資

料
を
実
見
す
る
こ
と
が
学
生
の
学
習
意
欲
や
興
味
を
刺
激
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
言
え
る
。

【
2
】
今
回
の
学
外
研
修
で
歴
史
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
か
？

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
、「
は
い
」
が
十
八
名
（
九
五
％
）、「
ま
あ
ま
あ
」
が
一
名
（
五
％
）、「
い
い
え
」
が
〇
名
（
〇
％
）
と
な

り
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
肯
定
的
な
評
価
を
し
て
お
り
、
歴
史
学
系
の
三
・
四
年
の
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
有
用
な
学
習
活
動
と
な
っ
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て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

【
3
】
今
回
の
学
外
研
修
で
東
洋
学
の
史
・
資
料
に
対
す
る
観
察
眼
が
養
わ
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
か
？

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
、「
は
い
」
が
十
三
名
（
六
八
％
）、「
ま
あ
ま
あ
」
が
六
名
（
三
二
％
）、「
い
い
え
」
が
〇
名
（
〇
％
）
と

な
り
、
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
東
洋
学
の
史
・
資
料
に
対
す
る
観
察
眼
を
養
う
作
業
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。

【
4
】
今
回
の
学
外
研
修
の
中
で
興
味
を
も
っ
た
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
複
数
可
）

こ
の
設
問
の
回
答
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

①
書
庫
：『
欽
定
大
清
会
典
図
』
→
七
名
（
三
七
％
）

日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
二
名
）・
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
（
二
名
）・
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
三
名
）

②
書
庫
：『
苗
冊
』
→
八
名
（
四
二
％
）

日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
〇
名
）・
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
（
二
名
）・
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
六
名
）

③
書
庫
：
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
→
十
名
（
五
三
％
）

日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
一
名
）・
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
（
四
名
）・
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
五
名
）

④
書
庫
：
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
モ
リ
ソ
ン
に
関
連
し
た
資
料
→
五
名
（
二
六
％
）

日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
〇
名
）・
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
（
四
名
）・
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
一
名
）

⑤
書
庫
：「
南
京
条
約
図
」
→
九
名
（
四
七
％
）
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日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
四
名
）・
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
（
一
名
）・
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
五
名
）

⑥
書
庫
：『
準
回
両
部
平
定
得
勝
図
』
→
四
名
（
二
一
％
）

日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
一
名
）・
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
（
〇
名
）・
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
三
名
）

⑦
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：
世
界
の
お
風
呂
紀
行
→
五
名
（
二
六
％
）

⑧
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：
東
西
お
守
り
大
集
合
→
五
名
（
二
六
％
）

⑨
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：「
東
洋
の
医
・
健
・
美
」
展
→
十
名
（
五
三
％
）

日
本
古
代
史
ゼ
ミ
（
二
名
）・
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
（
三
名
）・
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
（
五
名
）

⑩
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：
名
品
展
→
四
名
（
二
一
％
）

こ
れ
を
見
る
と
、
書
庫
の
①
②
③
⑤
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
⑨
に
多
く
の
学
生
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
⑤
は
日

本
古
代
史
ゼ
ミ
で
も
関
心
度
が
割
と
高
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
世
界
史
上
の
有
名
な
出
来
事
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
た
め
に
多
く
の
学

生
の
関
心
を
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
に
関
し
て
は
、
今
回
は
専
門
に
近
い
も
の
が
少
な
か
っ
た
た
め
か
、
⑤
以

外
は
あ
ま
り
興
味
を
ひ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
設
問
【
1
】
の
結
果
を
見
る
と
比
較
的
に
好
評
価
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

の
で
、
閲
覧
し
た
史
・
資
料
全
般
に
対
し
て
は
興
味
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
本
近
代
史
ゼ
ミ
は
④
、
中
国
近
世
史
ゼ
ミ
は
②
③
⑤
が
比
較
的
に
高
い
数
値
に
な
っ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
分
の
専

門
に
近
い
も
の
に
よ
り
強
く
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
卒
業
論
文
の
作
業
と
の
関
連
を
考
え
れ

ば
、
ゼ
ミ
の
担
当
分
野
に
近
い
も
の
を
閲
覧
す
る
史
・
資
料
も
盛
り
込
む
こ
と
が
や
は
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
設
問
【
1
】
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
専
門
と
関
わ
ら
な
く
て
も
、
学
生
が
視
野
を
広
げ
る
の
に
有
意
義
な
活
動
に
は
な
っ
て
い

る
こ
と
も
窺
え
る
の
で
、
専
門
に
近
い
史
・
資
料
に
加
え
て
、
専
門
外
の
史
・
資
料
を
閲
覧
す
る
作
業
も
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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【
5
】��【
4
】
で
興
味
を
も
っ
た
も
の
（
複
数
可
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
興
味
を
も
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
回
答
が
見
ら
れ
た
。

①
書
庫
：『
欽
定
大
清
会
典
図
』

「
清
王
朝
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
所
で
儀
式
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。」「
身
分
の
違
い
を
視
覚
化

す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
ほ
か
、
日
本
と
の
関
連
も
含
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。」

②
書
庫
：『
苗
冊
』

「
少
数
民
族
の
日
常
を
色
鮮
や
か
に
描
い
て
お
り
、
青
や
黒
を
基
調
と
し
た
衣
服
や
肉
を
供
え
て
い
る
な
ど
何
か
し
ら
の
行
事
ら
し

き
絵
な
ど
、
そ
の
背
景
が
気
に
な
る
も
の
が
多
か
っ
た
。」「
ミ
ャ
オ
族
の
独
特
な
服
装
に
興
味
を
持
っ
た
。
ま
た
、
と
て
も
色
鮮
や

か
で
頭
に
着
け
て
い
る
バ
ン
ド
に
赤
と
青
の
違
い
が
み
ら
れ
た
た
め
、
何
で
色
分
け
さ
れ
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
た
。」「
絵
の
色
彩

が
鮮
や
か
で
、
男
性
・
女
性
・
子
供
ま
で
、
細
か
く
細
か
く
描
か
れ
て
い
て
面
白
い
と
思
っ
た
。」「
苗
族
の
生
活
や
風
俗
、
服
装
に

つ
い
て
挿
絵
を
用
い
な
が
ら
解
説
し
て
い
る
『
苗
冊
』
が
気
に
な
っ
た
。
そ
し
て
『
苗
冊
』
を
書
い
て
い
る
人
が
筆
跡
の
違
い
か
ら

複
数
人
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
書
い
て
い
た
の
か
興
味
を
持
っ
た
。」

③
書
庫
：
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

「
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
が
あ
ま
り
自
分
が
見
た
こ
と
が
無
か
っ
た
文
字
な
の
も
あ
っ
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
日
本
の
仏
教
と
ど
の
よ

う
に
違
う
の
か
が
気
に
な
っ
た
。」「
経
典
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
大
き
く
、
チ
ベ
ッ
ト
ま
で
行
く
こ
と
も
大
変
な
は
ず
な
の
に
持
ち

帰
り
に
は
ど
れ
だ
け
の
人
員
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
興
味
を
持
っ
た
。
ま
た
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
語
に
翻
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訳
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
そ
れ
を
日
本
語
で
再
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
も
興
味
深
い
。」「
日
本
で
は
あ
ま
り
見
な
い
読
み
物

の
形
態
を
し
て
い
た
。」「
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
貰
っ
た
の
か
興
味
を
持
っ
た
。」「
大
蔵
経
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
大
き
く
て
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
書
か
れ
て
い
る
言
語
も
梵
字
で
も
な
く
見
た
こ
と
の
な
い
字
体
で
あ
っ
た
の
で
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
で
す
。」

④
書
庫
：
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
モ
リ
ソ
ン
に
関
連
し
た
資
料

「
俯
瞰
し
て
日
露
戦
争
の
状
況
を
描
い
た
資
料
に
興
味
を
持
っ
た
。」

⑤
書
庫
：「
南
京
条
約
図
」

「
船
上
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
り
、
剣
も
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
条
約
で
は
強
引
な
も
の
も
か
な

り
多
く
、
中
国
（
清
）
が
条
件
を
飲
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
も
絵
か
ら
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。」「
犬
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
実
際
に
資
料
全
体
を
見
て
み
な
い
と
気
付
か
な
い
よ
う
な
点
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。」「
犬
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し

て
、
何
故
犬
が
描
か
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
気
に
な
っ
た
た
め
で
す
。」「
南
京
条
約
は
高
校
の
世
界
史
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
、
そ
れ
を
描
い
た
実
物
を
見
ら
れ
た
か
ら
で
す
。」

⑥
書
庫
：『
準
回
両
部
平
定
得
勝
図
』

「
馬
の
描
き
方
が
、
両
足
が
浮
い
て
い
る
状
態
で
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
。」「
特
徴
的
な
馬
の
走
り
方
で
あ
っ
た
り

武
器
の
種
類
で
あ
っ
た
り
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
時
代
、
そ
の
事
件
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

⑦
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：
世
界
の
お
風
呂
紀
行

「
各
時
代
や
地
域
の
お
風
呂
を
比
較
で
き
て
面
白
か
っ
た
で
す
。」

⑧
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：
東
西
お
守
り
大
集
合

「
そ
れ
ぞ
れ
の
お
守
り
が
、
各
地
の
伝
統
や
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
た
め
で
す
。」
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⑨
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：「
企
画
展
：
東
洋
の
医
・
健
・
美
」

「『
東
洋
の
医
・
健
・
美
』
展
で
は
、
中
国
で
早
く
か
ら
健
康
や
美
に
対
す
る
関
心
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に

『
十
四
経
発
揮
』
と
い
う
鍼
灸
の
教
科
書
を
見
て
、『
ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ム
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
：
天
地
争
覇
』
と
い
う

一
九
九
三
年
の
映
画
（
武
術
家
の
黄
飛
鴻
を
主
人
公
に
し
た
映
画
）
で
も
孫
文
が
外
国
人
の
前
で
鍼
灸
を
披
露
し
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
単
純
に
ツ
ボ
を
ど
の
よ
う
に
探
し
出
し
た
の
か
に
つ
い
て
気
に
な
り
ま
し
た
。」「
現
在
で
は
、
美
顔
ロ
ー
ラ
ー
は
、
普
及

し
て
い
て
比
較
的
に
手
に
入
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
美
顔
ロ
ー
ラ
ー
に
ヒ
ス
イ
が
使
わ
れ

て
い
た
り
、
庶
民
に
は
手
の
届
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
も
の
が
、
時
代
が
変
わ
る
と
と
も
に
広
く
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
面
白
い
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ん
な
に
も
歴
史
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
人
々
の
美
意
識
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。」「
既
に
知
っ
て
い
た
知
識
と
の
繫
が
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
す
。」「
卒
業
論
文
で
今
、
史
料
と
し
て
取
り
上
げ

よ
う
と
し
て
い
る
も
の
（『
山
海
経
』『
導
引
図
』
な
ど
）
の
実
物
が
実
際
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
司
書
科
目
で
勉
強
し
た

よ
う
な
和
綴
じ
の
史
料
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。」「
自
分
の
身
近
に
あ
る
も
の
と
比
較
し
な
が
ら
見
る
こ
と
で
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
身
近
な
も
の
か
ら
テ
ー
マ
を

決
め
て
み
る
こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。」

⑩
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：
名
品
展

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
名
品
展
が
一
番
興
味
深
く
、
特
に
敗
者
と
さ
れ
る
者
た
ち
の
視
点
か
ら
歴
史
上
有
名
な
関
ヶ
原
の
戦
い
の
そ

の
後
も
書
い
た
『
石
田
三
成
記
』
と
鳥
が
と
て
も
精
巧
に
描
か
れ
て
い
た
禽
鏡
の
内
容
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

さ
ら
に
、
今
回
閲
覧
し
た
史
・
資
料
全
体
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
回
答
が
見
ら
れ
た
。
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「
海
外
の
視
点
か
ら
中
国
の
文
化
と
歴
史
を
回
顧
し
、
改
め
て
中
国
の
事
情
を
認
識
し
、
自
分
の
考
え
も
変
わ
り
ま
し
た
。」（
中
国

人
留
学
生
）「
絵
画
か
ら
得
ら
れ
る
当
時
の
国
々
の
情
勢
な
ど
を
知
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
当
時
の
人
々
の
意
識
や
考
え
を
知

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。」「
卒
業
論
文
で
書
こ
う
と
し
て
い
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
史
料
を
見
ら
れ
て
興
味
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

で
す
。」「
描
か
れ
て
い
る
人
や
物
、
動
物
、
本
の
形
態
や
歴
史
に
つ
い
て
強
く
興
味
を
持
っ
た
。」「
歴
史
を
具
体
的
な
も
の
で
見
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
知
識
が
さ
ら
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。」

以
上
の
回
答
を
見
る
と
、
全
般
的
に
史
・
資
料
の
丹
念
な
観
察
に
よ
り
学
生
た
ち
が
考
察
を
深
め
、
様
々
な
視
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

書
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、「（
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
文
字
は
）
見
た
こ
と
の
な
い
字
体
で
あ
っ
た
の
で
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
」「
南

京
条
約
は
高
校
の
世
界
史
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
描
い
た
実
物
を
見
ら
れ
た
か
ら
」「
自
分
が
以
前
か
ら
持
っ
て
い

た
知
識
が
さ
ら
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
興
味
を
も
っ
た
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
設
問
【
2
】
の
結
果
を
裏
付
け

る
よ
う
に
、
今
ま
で
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
史
・
資
料
や
よ
く
知
っ
て
い
る
事
件
に
関
す
る
史
・
資
料
の
実
物
を
閲
覧
す
る
と
い
う
作

業
が
学
生
た
ち
の
歴
史
学
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
し
て
、「
南
京
条
約
図
」
に
つ
い
て
「
犬
が
描
か
れ
て
い
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
、
細
か
い
点
に
も
注
意
が
向
け
ら

れ
、
ま
た
、『
苗
冊
』
に
つ
い
て
「
何
で
色
分
け
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
筆
跡
の
違
い
か
ら
複
数
人
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
、
ど
の
よ
う

な
人
々
が
書
い
て
い
た
の
か
興
味
を
持
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
、
丹
念
な
観
察
に
よ
り
、
学
生
た
ち
の
観
察
眼
が
養
わ

れ
、
さ
ら
な
る
知
的
好
奇
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。

さ
ら
に
、
卒
業
論
文
づ
く
り
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
身
近
な
も

の
か
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
み
る
こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
実
物
の
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史
・
資
料
の
閲
覧
が
、
卒
業
論
文
の
作
業
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き

る
。

【
6
】��

今
回
の
学
外
研
修
で
役
に
立
っ
た
と
思
う
作
業
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
複
数
可
）

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

①
事
前
学
習
（m

anaba

で
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
よ
る
予
習
）：
九
名
（
四
七
％
）

②
事
前
学
習
（
研
究
員
・
教
員
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
）：
十
三
名
（
六
八
％
）

③
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
（
閲
覧
物
一
覧
も
含
む
）
の
解
説
：
十
七
名
（
九
〇
％
）

④
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
記
入
作
業
：
五
名
（
二
六
％
）

⑤
事
後
学
習
（
各
班
の
観
察
結
果
の
検
討
会
と
発
表
会
）：
七
名
（
三
七
％
）［
資
料
⑤
］

こ
れ
を
見
る
と
、
教
員
な
ど
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
と
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
解
説
が
学
生
に

と
っ
て
非
常
に
有
用
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
学
外
研
修
の
教
育
的
効
果

を
高
め
る
た
め
に
は
、
十
分
な
事
前
学
習
や
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
解
説
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
再
確
認
で
き
る
。

資料⑤　班代表の学生による観察結果の発表会の様子
　　　　（撮影：筆者小川）
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ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
（
閲
覧
物
一
覧
も
含
む
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
役
に
立
っ
た
こ
と
、
興
味
を
も
っ
た
こ
と
、
こ
う
し
た
内
容
や

作
業
も
あ
れ
ば
よ
い
と
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
設
問
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
回
答
が
見
ら
れ
た
。

「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
展
示
物
の
説
明
が
凄
く
詳
し
く
て
、
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。
コ
メ
ン
ト
欄
に
感
想
を
書
く
と
こ
ろ
も
あ
り
、

と
て
も
良
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
内
容
は
時
代
背
景
や
関
連
人
物
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
の
で
史
・
資

料
へ
の
理
解
度
を
上
げ
る
の
に
お
お
い
に
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
が
少
し
身
に

つ
き
ま
し
た
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
解
説
が
役
に
立
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
か
一
つ
で
も
、
全
体
も
し
く
は
班
で
解
説
を

交
え
な
が
ら
史
・
資
料
を
読
ん
で
み
た
り
、
読
み
解
き
を
し
て
み
た
い
で
す
。
今
回
は
、
さ
っ
と
み
て
特
に
深
掘
り
は
し
な
か
っ
た

た
め
、
も
う
少
し
ど
こ
か
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
史
・
資
料
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
を
し
て
み
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。」

「
史
・
資
料
に
関
す
る
説
明
や
由
来
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
史
・
資
料
に
対
す
る
理
解
が
深
め
ら
れ
た
点
が
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。」「
実
際
に
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。」「
自
分
で
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
読
む
だ
け
で
は
理

解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
、
先
生
方
の
解
説
を
聞
い
た
こ
と
で
何
と
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
書
庫
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見

学
で
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
適
宜
絵
や
資
料
が
用
い
ら
れ
て
い
て
非
常
に
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。」

「
郊
祀
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
日
本
の
天
皇
は
神
の
子
孫
と
さ
れ
て
い
る
た
め
清
朝
で
天
帝
を
祀
る
こ
と
と
は
異
な
る
点
が
あ
っ
た

こ
と
、
日
本
で
も
三
回
だ
け
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
。」「
史
・
資
料
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
か
ら
実
際
に
見

に
行
け
た
の
は
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。」「
メ
モ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。」「
研
究
員
の
方
の
解
説
付
き
で
史
・

資
料
を
見
る
こ
と
な
ど
滅
多
に
な
い
の
で
、
非
常
に
貴
重
な
経
験
で
し
た
。」
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「
今
回
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
は
展
示
物
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
そ
の
下
に
メ
モ
欄
が
あ
っ
た
こ
と
で
後
か
ら
見
返
し
た
時
に
思
い
出

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
作
り
が
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
は
、
史
・
資
料
を
閲
覧
す
る
に
あ
た
り
、
そ

の
前
提
と
し
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
点
で
、
事
前
学
習
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
史
・
資
料
を
見
る
時
間
が
多
く
、
事
前
学
習
に
よ
る
理
解
が
な
け
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
深
い
知
識
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
事
前
学
習
に
役
立
て
る
こ
と
の
で
き
た
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
存
在
は
非
常
に
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。」

「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
て
役
に
立
っ
た
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
で
疑
問
を
感
じ
た
り
、
考
察
が
で
き
た
り
し
て
自
分
の
今
後
の

課
題
な
ど
を
考
え
る
際
に
参
考
に
な
る
場
面
が
多
か
っ
た
。」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
解
説
を
載
せ
て
あ
っ
た
こ
と
で
講
義
だ
け
で
な
く

実
物
を
見
な
が
ら
概
要
を
見
返
す
こ
と
が
で
き
て
学
習
の
一
助
と
な
っ
た
。」

以
上
の
回
答
を
見
る
と
、
詳
し
い
解
説
や
コ
メ
ン
ト
の
記
入
欄
つ
き
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
が
、
教
員
・
研
究
員
の
解
説
と
相
互
補
完
し

な
が
ら
、
学
生
の
理
解
を
深
め
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
、
解
説
文
の
書
き
方
も
ほ
ぼ
学
生
の
理
解
度
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
具
体

的
に
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
事
前
に
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
るm

anaba

（
マ
ナ
バ
）
に
ア
ッ
プ
し
た
た
め
、
事

前
学
習
が
よ
り
充
実
し
た
こ
と
も
分
か
る
。
さ
ら
に
は
、「
ど
れ
か
一
つ
で
も
、
全
体
も
し
く
は
班
で
解
説
を
交
え
な
が
ら
史
料
を
読

ん
で
み
た
り
、
読
み
解
き
を
し
て
み
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
、
史
・
資
料
を
絞
っ
て
深
掘
り
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

導
入
す
れ
ば
さ
ら
に
効
果
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
窺
え
る
。
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【
8
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今
回
の
学
外
研
修
に
参
加
し
て
み
た
感
想
や
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
設
問
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
回
答
が
見
ら
れ
た
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
見
学
を
す
る
時
、
二
階
に
登
っ
て
、
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
ま
る
で
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
み
た
い
な
魔
法
の

世
界
に
潜
入
し
た
気
が
し
ま
し
た
。
日
本
で
こ
ん
な
に
中
国
の
書
物
を
所
蔵
し
て
い
て
、
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
番
気

に
な
る
書
物
は
『
山
海
経
』
で
す
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
知
っ
て
い
る
古
典
の
物
語
で
、
た
と
え
ば
、『
精
衛
塡て
ん

海か
い

』（
不
可
能
な
こ
と

を
企
て
失
敗
す
る
と
い
う
話
）『
夸か

父ほ

逐ち
く

日じ
つ

』（
身
の
程
知
ら
ず
の
行
為
を
す
る
と
い
う
話
）
な
ど
、
子
供
の
時
か
ら
馴
染
ん
で
い
る

神
話
故
事
を
も
う
一
回
復
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
美
顔
ロ
ー
ラ
ー
、
緑

色
の
宝
石
の
リ
ン
グ
、
玉
石
の
枕
な
ど
を
観
賞
し
、
ど
の
時
代
で
も
人
間
は
健
康
と
美
を
追
求
す
る
気
持
ち
は
同
じ
な
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
展
示
物
の
中
で
は
、
中
国
の
古
典
劇
、
清
朝
の
時
代
劇
に
よ
く
出
て
く
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
実
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
、
本
当
に
面
白
か
っ
た
で
す
。」（
中
国
人
留
学
生
）

「
書
庫
に
は
今
回
見
た
史
料
の
他
に
も
色
々
興
味
深
い
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
日
本
史
を
含
め
た
東
洋
の
歴
史
を
知
る
上
で
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
医
学
に
つ
い
て
の
展
示
を
見
て
中
国
は
日
本
よ
り
も
発
展
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
中
国
の
文
字
や
く
ず
し
字
も
読
め
る
と
更
に
面
白
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。」

「
た
く
さ
ん
の
史
・
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
気
に
な
る
点
が
様
々
出
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
解
決
し
て
知
る
と
こ
ろ

ま
で
で
き
る
と
、
よ
り
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。」

「
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
史
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
と
思
っ
た
。」「
個
人
で

は
き
っ
と
行
く
こ
と
が
な
い
場
所
で
、
書
庫
見
学
な
ど
も
で
き
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
っ
た
。」「（
コ
ロ
ナ
禍
で
）
こ
う
い
っ
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た
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
学
年
な
の
で
実
際
に
対
面
で
の
研
修
は
楽
し
く
、
直
に
史
・
資
料
を
見
ら
れ
て
得
ら
れ
る
も
の
が
多

か
っ
た
で
す
。」「
本
物
の
史
・
資
料
を
自
分
の
目
で
見
て
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
が
出
来
た
の
は
す
ご
く
い
い
経
験
に
な
っ
た
。

今
で
は
、
史
料
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
閲
覧
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
物
を
目
の
前
に
す
る
と
そ
の
感
動
は
と
て
も
大
き
く
、

友
達
と
意
見
を
出
し
な
が
ら
見
学
が
で
き
と
て
も
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。」「
卒
業
論
文
、
頑
張
り
ま
す
。」

「
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
だ
か
ら
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
時
代
間
の
繫
が
り
を
意
識
し
て
考
え
る
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
あ
る
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
に
な
っ
た
。」「
様
々
な
東
洋
の
史
・
資
料
を
見
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
の
で
良

か
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。」「
倉
庫
ご
と
に
室
温
が
異
な
っ
た
り
、
保
管
し
て
い
る
環
境
に
も
気
を
遣
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
て
興
味
深
か
っ
た
。
今
度
は
史
・
資
料
を
利
用
す
る
た
め
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」

「
普
段
は
絶
対
に
見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
入
れ
た
の
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
し
た
と
思
っ
た
。
最
初
は
少
し

緊
張
し
た
が
、
先
輩
方
の
明
る
い
雰
囲
気
の
お
蔭
で
私
も
楽
し
く
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
そ
れ
ぞ
れ
の

王
朝
の
正
統
性
を
誇
示
す
る
た
め
の
儀
式
や
史
料
に
つ
い
て
で
す
。」「
東
洋
文
庫
は
今
回
初
め
て
訪
れ
た
が
史
・
資
料
の
多
さ
と
そ

の
分
類
の
多
様
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
小
川
先
生
に
よ
る
閉
架
書
庫
ツ
ア
ー
も
非
常
に
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
で
充
実
し
た
学
外
研
修

で
あ
っ
た
。」

「
今
回
は
、
一
学
生
と
し
て
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
書
庫
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
事
後
学
習
の
発
表
会

で
は
、
幾
つ
か
の
史
・
資
料
を
目
に
し
て
個
々
人
が
感
じ
取
る
も
の
が
異
な
る
と
こ
ろ
に
面
白
味
や
興
味
を
感
じ
、
そ
れ
を
他
者
に

伝
え
る
た
め
言
語
化
す
る
と
い
う
力
を
鍛
え
る
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
活
か
し
て
い
け

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。」
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「
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
絵
を
み
た
り
、
書
物
を
見
た
り
出
来
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」「
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
収
蔵
資
料
を

た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
非
常
に
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。」「
学
外
研
修
を
や
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
思
っ
て
い

る
歴
史
の
見
方
や
考
察
な
ど
漠
然
と
し
て
い
た
も
の
が
確
信
に
近
づ
い
て
い
く
よ
う
な
感
じ
が
し
て
非
常
に
興
味
深
い
研
修
だ
っ

た
。」「
通
常
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
物
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
楽
し
か
っ
た
。
今
回
の
研
修
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
で
、
知
ら
な
い
言
語
で
、
し
か
し
そ
こ
に
載
っ
て
い
る
の
は
偉
大
な
教
え
で
あ
る
と

い
う
点
に
非
常
に
興
味
が
湧
き
、
他
の
経
典
に
つ
い
て
も
気
に
な
っ
た
。」

こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
、
一
般
に
は
非
公
開
の
閉
架
書
庫
で
、
様
々
な
実
物
の
史
・
資
料
に
触
れ
る
と
い
う
作
業
が
、
歴
史

へ
の
好
奇
心
を
非
常
に
高
め
、
ま
た
、
学
生
同
士
で
交
流
し
な
が
ら
見
学
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
発
表
会
で
他
者
の
意
見
を
聞
き
、

自
ら
も
意
見
を
言
う
作
業
が
歴
史
学
の
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
気
軽
に
様
々
な
史
・

資
料
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
や
は
り
、
直
に
実
物
の
史
・
資
料
に
触
れ
る
こ
と
が
学
生
に
と
っ
て
歴
史
学
へ

の
興
味
を
高
め
る
上
で
極
め
て
重
要
な
作
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
「
気
に
な
る
点
が
様
々
出
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
解
決
し
て
知
る
と
こ
ろ
ま
で
で
き
る
と
、
よ
り
良
い
と
感
じ
ま
し
た
」

「
中
国
の
文
字
や
く
ず
し
字
も
読
め
る
と
更
に
面
白
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
卒
業
論
文
、
頑
張
り
ま
す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
る

よ
う
に
、
史
・
資
料
の
読
解
や
卒
業
論
文
の
作
業
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
も
窺
え
た
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
学
外
研
修
「
東
洋
文
庫
で
東
洋
学
の
史
・
資
料
の
世
界
に
触
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
の
試
み
と
そ
の
教
育
的
な
効

果
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
今
回
の
学
外
研
修
で
は
、
詳
細
な
解
説
と
コ
メ
ン
ト
欄
か
ら
な
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
作
成
・
活
用
し
、

授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
のm

anaba

（
マ
ナ
バ
）
や
対
面
で
の
事
前
学
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
観
察
結
果
の
検
討
会
と
発
表
会
を

実
施
し
た
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
が
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
卒
業
論
文
に
取
り
組
む
三
・
四
年
の
学
生
に
も
、
歴
史
学
へ
の
興
味
や
知

的
好
奇
心
を
高
め
、
史
・
資
料
に
対
す
る
観
察
眼
を
養
い
、
さ
ら
に
研
究
活
動
や
卒
業
論
文
の
作
業
へ
の
意
欲
を
増
す
作
業
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
三
・
四
年
が
学
ぶ
ゼ
ミ
の
学
外
研
修
の
教
育
的
効
果
を
高
め
る
上
で
、「
閲
覧
す
る
史
・
資
料
に
関
す

る
詳
細
な
解
説
つ
き
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
作
成
と
活
用
」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
教
員
の
解
説
に
よ
る
十
分
な
事
前
学
習
」「
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
よ
る
観
察
結
果
の
検
討
会
と
発
表
会
に
よ
る
事
後
学
習
」
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
今
回
の
学
外
研
修
の

実
施
に
当
た
っ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
教
員
が
史
料
を
選
別
し
て
事
前
に
勉
強
会
を
し
た
こ
と
や
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
執
筆
に
あ

た
っ
て
メ
ー
ル
会
議
を
重
ね
た
こ
と
も
、
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
必
須
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
お
、
ゼ
ミ
の
担
当
分
野
に
絡
め
た
も
の
が
多
い
方
が
そ
の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生
の
興
味
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
閲
覧
す
る
史
・
資
料
の
選
定
は
ゼ
ミ
生
の
関
心
も
十
分
踏
ま
え
て
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
も
窺
え
た
。
ま
た
、
学
生
の
コ

メ
ン
ト
に
あ
る
よ
う
に
、
今
回
は
余
裕
が
な
く
行
え
な
か
っ
た
が
、
史
・
資
料
を
絞
っ
て
深
掘
り
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
導
入
す
れ

ば
よ
り
高
い
教
育
的
な
効
果
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
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さ
ら
に
今
回
の
学
外
研
修
で
は
、
な
に
よ
り
も
、
多
く
の
学
生
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
史
・
資
料
の
実
物
に
触
れ
る
」
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
史
・
資
料
を
簡
単
に
見
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
、「
実
物
」
が
学
生
の

感
性
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
史
・
資
料
や
よ
く
知
っ
て
い
る
事
件
に
関
す
る
史
・
資
料
の

実
物
を
閲
覧
す
る
機
会
を
ゼ
ミ
の
学
外
研
修
で
設
け
る
作
業
は
極
め
て
有
用
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
研
修
は
四
年
生
を
主
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
本
稿
の
分
析
を
踏
ま
え
る
と
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
前

の
、
三
年
生
の
早
い
時
期
に
史
料
に
触
れ
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
今
後
も
さ
ら
に
ゼ
ミ
生
の
関
心

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
史
・
資
料
の
探
索
を
進
め
、
そ
の
史
・
資
料
に
よ
り
歴
史
学
の
面
白
さ
を
伝
え
る
効
果
的
な
教
育
法
を
探
求

し
、
新
た
な
試
み
を
行
い
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
1
）
筆
者
小
川
は
東
洋
文
庫
研
究
員
の
中
村
威
也
・
相
原
佳
之
の
両
氏
と
共
同
研
究
の
場
で
あ
る
漢
籍
教
材
研
究
会
で
学
外
研
修
の
内
容
を
検
討
し
、
そ

の
成
果
を
以
下
の
論
文
に
ま
と
め
て
い
る
。
小
川
快
之
・
中
村
威
也
・
相
原
佳
之
「
東
洋
文
庫
等
で
の
東
洋
史
学
コ
ー
ス
の
学
外
研
修
の
教
育
的
効

果
に
つ
い
て
」（『
国
士
舘
人
文
学
』
第
九
号
、
二
〇
一
九
年
）。
中
村
威
也
・
小
川
快
之
・
相
原
佳
之
「
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た

東
洋
文
庫
で
の
学
外
研
修
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
」（『
国
士
舘
人
文
学
』
第
一
一
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
2
）
眞
保
昌
弘
・
小
川
快
之
「
学
外
研
修
『
吉
田
松
陰
・
国
士
舘
と
彦
根
藩
主
井
伊
家
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
散
策
』
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
」（『
国

士
舘
史
学
』
第
二
七
号
、
二
〇
二
三
年
）。

（
3
）
東
洋
文
庫
や
そ
の
収
蔵
物
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。『
世
界
の
な
か
の
江
戸
・
日
本

―
（
財
）
東
洋
文
庫
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
』（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
一
九
九
四
年
）。『
東
洋
文
庫
の
名
品
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）。『
時
空
を
こ
え
る
本
の
旅
五
〇
選
』（
東
洋

文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）。『
記
録
さ
れ
た
記
憶
：
東
洋
文
庫
の
書
物
か
ら
ひ
も
と
く
世
界
の
歴
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）。『
ア
ジ
ア
学
の
宝

庫
、
東
洋
文
庫

―
東
洋
学
の
史
料
と
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。『
時
空
を
こ
え
る
本
の
旅
二
四　

大
清
帝
国
展
』（
東
洋
文
庫
、
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二
〇
二
〇
年
）。『
時
空
を
こ
え
る
本
の
旅
二
九　

東
洋
文
庫
名
品
展

―
「
東
洋
学
」
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
二
一
年
）。

（
4
）
今
回
の
学
外
研
修
で
は
高
校
の
世
界
史
教
科
書
や
各
種
教
材
な
ど
に
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
い
る
銅
版
画
の
「
ア
ヘ
ン
戦
争
図
」（
Ｅ
―
2
―
Ｂ
―
5
、

6
：
モ
ノ
ク
ロ
版
・
カ
ラ
ー
版
）
も
閲
覧
予
定
で
あ
っ
た
が
、
貸
出
中
で
あ
っ
た
た
め
閲
覧
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
「
ア
ヘ
ン
戦
争
図
」
は
、

一
八
四
一
年
一
月
七
日
に
珠
江
河
口
付
近
で
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
ネ
メ
シ
ス
号
が
清
軍
の
ジ
ャ
ン
ク
船
（
木
造
の
帆
船
）
に
艦
砲
射
撃
を
し
て
い
る
様

子
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画
家
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ダ
ン
カ
ン
（Edw

ard D
uncan

：
一
八
〇
三
～
一
八
八
二
）
が
想
像
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ラ
ー
版
（
銅
版
に
彩
色
し
た
も
の
）
で
は
、
も
と
の
モ
ノ
ク
ロ
版
に
あ
る
ボ
ー
ト
が
消
さ
れ
て
い
る
。
有
名
な
絵
の
割
に
ボ
ー
ト
が
消
さ
れ
た
理

由
な
ど
不
可
解
な
点
が
多
く
、
吉
澤
誠
一
郎
「
ネ
メ
シ
ス
号
の
世
界
史
」（『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）
で
考
察
さ

れ
て
い
る
。

（
5
）
仁
藤
智
子
「
古
代
王
権
の
由
緒
と
正
統
性
」（『
古
代
史
を
ひ
ら
く
Ⅱ
古
代
王
権

―
王
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
四
年
刊

行
予
定
）、
コ
ラ
ム
「
復
活
し
た
昊
天
祭
祀
と
大
韓
帝
国
」（
同
上
）。
中
国
と
日
本
の
王
権
に
つ
い
て
は
中
村
威
也
・
小
川
快
之
・
仁
藤
智
子
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
考
え
る
中
国
と
日
本
の
王
権
と
音
楽
」（『
国
士
舘
史
学
』
第
二
五
号
、
二
〇
二
一
年
）
等
参
照
。

（
6
）
仁
藤
智
子
「
平
安
初
期
に
お
け
る
王
権
の
多
極
構
造

―
皇
位
継
承
と
王
権
内
の
女
性
の
位
相
」（
新
川
登
亀
男
編
『
日
本
古
代
史
の
方
法
と
意
義
』、

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）。
同
「
嵯
峨
天
皇
」（
新
古
代
史
の
会
編
『
人
物
で
学
ぶ
日
本
古
代
史
3
平
安
時
代
編
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
）。

（
7
）
前
掲
『
世
界
の
な
か
の
江
戸
・
日
本
』
一
〇
七
頁
（
一
九
九
、
苗
冊
二
帖
）、
前
掲
『
東
洋
文
庫
の
名
品
』
二
三
七
頁
（
一
四
六
、
苗
冊
）
参
照
。
東

洋
文
庫
に
は
、
苗
族
の
風
俗
図
と
し
て
、
こ
の
資
料
の
ほ
か
に
『
苗
族
風
俗
図
』（
Ⅱ
―
11
―
Ｋ
―
14
―
0
）
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
苗
族
の
風
俗
図

と
言
え
ば
、
嘉
慶
年
間
に
貴
州
八
寨
理
苗
同
知
で
あ
っ
た
陳
浩
が
制
作
し
た
と
さ
れ
る
が
現
存
し
て
い
な
い
『
八
十
二
種
苗
図
並
説
』
の
挿
絵
に
由

来
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
抄
本
が
有
名
で
、「
百
苗
図
」
と
総
称
さ
れ
、
各
地
の
図
書
館
な
ど
に
散
在
し
て
い
る
。
な
お
、
本
文
は
現
存
す
る
李
宗
昉
の

『
黔
記
』
に
転
載
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
（
杜
薇
『
百
苗
図
匯
考
』、
貴
州
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
等
参
照
）。『
苗
冊
』
は
乾
隆
年
間
の
も

の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
れ
に
先
駆
け
た
貴
重
な
風
俗
図
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
に
は
、『
進
貢
苗
蛮
図
』（
雍
正
年
間
・
陳
枚
作
画
、

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
）、『
苗
族
画
譜
』『
滇
省
苗
図
』『
黔
省
苗
図
』『
苗
図
』
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
印
本
で

あ
る
田
中
和
子
・
木
津
祐
子
編
『
京
都
大
学
藏
苗
図
五
種
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
二
二
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
準
備
の
た
め
の
余
裕
が

な
く
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
十
分
な
解
説
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
と
の
関
係
性
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
苗
族
の
風
俗
の
特
色
に
つ
い
て
説
明
を

加
え
れ
ば
さ
ら
に
学
生
の
理
解
が
深
ま
り
、
興
味
も
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
清
朝
と
苗
族
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
張
勝
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蘭
「
清
朝
の
対
『
苗
』
政
策
と
『
苗
』
伝
統
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
誌
』
第
四
号
、

二
〇
一
六
年
）
等
参
照
。
な
お
、
佐
藤
若
菜
『
衣
装
と
生
き
る
女
性
た
ち

―
ミ
ャ
オ
族
の
物
質
文
化
と
母
娘
関
係
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
二
〇
年
）
で
は
、
新
中
国
成
立
以
降
の
「
ミ
ャ
オ
族
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
多
様
な
人
々
を
内
包
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

（
8
）
前
掲
『
東
洋
文
庫
名
品
展
』
一
九
頁
（
二
三
、
写
本
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
）
参
照
。
な
お
、
日
本
に
所
蔵
さ
れ
る
貝
葉
（
貝
多
羅
葉
）
の
経
典
と
し
て

は
、
留
学
僧
が
将
来
し
た
と
考
え
ら
れ
、
清
凉
寺
な
ど
の
寺
院
で
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
松
田
和
信
「
清
凉
寺
貝
葉
」（『
仏
教
大
学
仏
教

学
部
論
集
』
第
一
〇
五
号
、
二
〇
二
一
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
法
隆
寺
旧
蔵
の
「
梵
本
心
経
並
び
に
尊
勝
陀
羅
尼　

附　

訳
経
記
」
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
は
皇
室
に
献
納
さ
れ
た
後
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
齊
藤
紅
葉
「
岩
倉

具
視
と
「
文
化
外
交
」

―
大
蔵
経
、法
隆
寺
の
貝
多
羅
葉
写
し
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
送
付
を
通
し
て
」（『
人
文
学
報
〈
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
〉』

第
一
一
九
号
、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。

（
9
）
岡
本
隆
司
編
『
Ｇ
・
Ｅ
・
モ
リ
ソ
ン
と
近
代
東
ア
ジ
ア

―
東
洋
学
の
形
成
と
東
洋
文
庫
の
蔵
書
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
等
参
照
。

（
10
）
前
掲
『
時
空
を
こ
え
る
本
の
旅
五
〇
選
』
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
（
ハ
ー
ン
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
往
復
書
簡
）、
前
掲
『
東
洋
文
庫
の
名
品
』
二
六
六
～

二
六
七
頁
（
一
六
八
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
往
復
書
簡
）
参
照
。

（
11
）
楠
家
重
敏
『
ネ
ズ
ミ
は
ま
だ
生
き
て
い
る

―
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
伝
記
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
）
一
二
一
～
一
二
二
頁
、
平
川
祐
弘
「
解
題
」

（
東
洋
文
庫
監
修
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ 

ハ
ー
ン
、
Ｂ
．
Ｈ
．
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
往
復
書
簡
』
下
巻
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
自

身
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
事
物
誌
』
第
六
版
に
お
い
て
、
ハ
ー
ン
を
批
判
的
に
評
し
た
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ハ
ー
ン
の
関
係
に

つ
い
て
、「
頭
で
日
本
を
理
解
し
た
人
物
」
と
「
心
で
日
本
を
愛
し
た
人
物
」
の
差
異
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る
（
平
川
祐
弘
『
破
ら
れ
た
友
情

―

ハ
ー
ン
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
理
解
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。
こ
こ
に
は
、
外
交
上
の
視
点
か
ら
日
本
の
み
な
ら
ず
朝
鮮
や
中
国
な
ど
東

ア
ジ
ア
を
研
究
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
、
外
交
に
主
眼
を
置
か
な
か
っ
た
ハ
ー
ン
と
の
差
も
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
教
授
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
（Friedrich M

ax M
uller

：
一
八
二
三
～
一
九
〇
〇
）
が
、
学
術
研
究
を
主
な
目
的
と
し
て
日

本
の
仏
典
に
関
心
を
寄
せ
た
の
に
対
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
朝
鮮
研
究
に
関
心
を
移
し
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
両
者
の
相
違
（
前
掲
齊
藤
「
岩
倉
具
視

と
「
文
化
外
交
」」）
に
も
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
期
、
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
観
点
で
あ
る
。

（
12
）
前
掲
『
記
録
さ
れ
た
記
憶
』
一
五
八
～
一
五
九
頁
（
南
京
条
約
図
）、
前
掲
『
大
清
帝
国
展
』
三
一
頁
（
二
八
、
南
京
条
約
図
）
参
照
。
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（
13
）
王
凱
『
紫
禁
城
の
西
洋
人
画
家

―
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
に
よ
る
東
西
美
術
の
融
合
と
展
開
』（
大
学
教
育
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
等

参
照
。

（
14
）
前
掲
『
記
録
さ
れ
た
記
憶
』
一
一
六
～
一
一
七
頁
（
準
回
両
部
平
定
得
勝
図
）、
前
掲
『
時
空
を
こ
え
る
本
の
旅
五
〇
選
』
六
四
～
六
五
頁
（
準
回
両

部
平
定
得
勝
図
）、
前
掲
『
大
清
帝
国
展
』
一
二
～
一
三
頁
（
一
一
、
準
回
両
部
平
定
得
勝
図
）、『
時
空
を
こ
え
る
本
の
旅
三
二　

本
か
ら
飛
び
出

せ
！
の
り
も
の
た
ち
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
二
二
年
）
一
五
頁
（
一
三
、
準
回
両
部
平
定
得
勝
図
）
参
照
。
一
か
ら
五
図
が
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
征
服
戦
の

図
、
六
～
一
三
図
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
回
部
）
征
服
戦
の
図
、
一
四
～
一
六
図
が
献
首
級
・
凱
旋
の
図
。
な
お
、
こ
の
資
料
の
制
作
に
つ
い
て
は
、

韓
普
景
「
清
代
の
銅
版
画
《
平
定
準
回
両
部
得
勝
図
》
の
制
作
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
二
号
、
二
〇
一
七
年
）

で
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）「
企
画
展
：
東
洋
の
医
・
健
・
美
」
の
展
示
物
に
つ
い
て
は
、『
時
空
を
こ
え
る
本
の
旅
三
四　

東
洋
の
医
・
健
・
美
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
二
三
年
）

参
照
。

【
追
記
】  

今
回
の
学
外
研
修
で
は
相
原
佳
之
氏
・
清
水
信
子
氏
は
じ
め
東
洋
文
庫
の
研
究
員
・
職
員
の
方
々
に
色
々
と
ご
協
力
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。


